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This paper deals with the construction of neural network for evaluation of sceneries including structures, 
especially the usage method of data for learning process. The questionnaire results are used for learning of 
neural network. Investigations on the questionnaire result on the plated RC retaining wall are performed. 
And, the case that some questionnaires are made on the same scenery image, obtained questionnaire 
results should be treated as the data with one teacher signal in learning process of neural network with 
back propagation scheme.  
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1．はじめに 
橋梁をはじめとする土木構造物に求められる概念に
「用・強・美」があるが，用・強に主眼が置かれた高度
成長期を経て，最近では土木構造物に美が求められるこ
とが多くなった． 
土木構造物を含む景観の美は，構造物そのものの美しさ
とともに構造物とそれが置かれる周辺環境との調和があ
り特に後者が重要視されているようである． 
景観を見て人が受ける印象はさまざまであり，すべての
人に美しいと感じてもらうことはできなくても，最小限 

 
構造物を含む景観の印象を分析するには非線型関係の
再現に威力を発揮するニューラルネットワークの適用が 

本橋では，景観に関するアンケート結果に基づいて人の
受ける印象を再現するニューラルネットワークを構築す
る場合に，そのアンケート結果の取り扱いについて若干
の検討を試みた．以下では，緑化したコンクリート擁壁
の景観に関するアンケート結果を例にとって，論を進め
る． 

 
2.アンケート結果 
ここでは，分析対象としたコンクリート擁壁の景観に関
するアンケート結果 1)について概述する．表－１の 14+2 

 
ネットワークの学習過程は，一般的なバック・プロパゲ
ーション手法を採用し，ニューロンの応答特性には以下 
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